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令  和 ５ 年 度

設      計      書

（業務名） 公園資材価格調査業務

建設局みどりの推進部みどりの推進課 



公園資材価格調査業務 仕様書 

第一章 総 則 

第１条 適用範囲 

  本仕様書は、公園資材価格調査業務（以下「本業務」という。）に適用する。

本業務の履行にあたっては、本仕様書によること。

第２条 履行確認・協議場所 

札幌市建設局みどりの推進部みどりの推進課

第３条 履行期間 

履行期間は、契約締結日から令和６年３月 22 日までとする。

第４条 協議、打ち合わせ 

  受注者は、適宜、発注者と連絡を取りながら業務を進めるとともに、業務着手時、業務完了時には、主

任技術者が立ち会うこと。

第５条 主任技術者 

  業務の技術上の管理を行う主任技術者を定め、その氏名等必要な事項を通知しなければならない。そ

の者を変更したときも、同様とする。

第二章 業務内容 

第５条 目 的 

  本業務は、札幌市近郊一円の資材実勢価格動向調査を行い、今後の工事の積算に用いる設計単価決定

の基礎資料とする。

第６条 資材実勢価格動向調査計画 

本業務の調査計画にあたっては、下記の事項に留意すること。

（１）守秘すべき企業情報等の管理体制

（２）調査手法、調査実施体制

（３）調査価格の信頼性及び決定価格の妥当性を確保するための審査体制

第７条 作業内容 

① 資材価格調査 

１ 調査の内容

   調査する価格は、原則として札幌市近郊一円において、民間企業（工事業者等）に販売される「大口

価格」とする。なお、取り引き実績が少なく実勢価格の決定が困難なものについては、同資材の周辺

価格、経済動向等を十分調査の上、厳正に決定しなければならない。

２ 大口価格

   大口価格とは、メーカー又は流通業者が継続的取り引き関係にある建設業者及び資材加工業社等の

大口需要者との間で取り引きされている、大口需要者渡し価格を言う。

３ 取り引き数量

   取り引き数量は、対象となる流通段階における大口需要者との継続的な取り引きにおいて、もっと

も一般的とみなされる取り引き数量を基準とする。

４ 荷渡し条件

   荷渡し条件は、条件を明示してある場合を除き、現場着単価とする。

   ただし、対象資材によってこれによりがたい場合は、通常行われている商習慣にしたがって、工場

渡しまたは問屋倉庫渡し等とすることができる。

５ 決済条件

   決済条件は、現金決済を条件とする。なお、２ヶ月後払いは現金決済と同様とする。

６ 調査回数

調査回数は調査依頼時の１回とする。



７ 調査対象業者の選定

   調査対象業者は、調査の目的に合った取引が集中する流通段階（生産者、問屋及び特約店）におけ

る取引業者を母集団とし、その中から対象資材の取引数量が多く、かつ信頼度の高い代表的な業者を

選定すること。

   選定方法は、対象資材の販売高、または主な生産者との取引高、販売エリア等のデータをもとに選

定する。なお、当該業務の受注者が、資本若しくは人事面において関連がある資材等のメーカーを当

該業務の調査対象としないこと。

８ 調査対象資材

   調査対象資材は、別途、「調査依頼票」により指示する。単価は、札幌市近郊一円とし、価格調査を

実施すること。

９ 調査方法

   調査方法は、調査対象業者（生産者、商社）を訪問して行う「面接調査」を原則とし、適宜、電話・

郵便・FAX 等による「書面調査」を併用する。

   また、需要者側についても同様に調査し、取引価格の妥当性を確認すること。

１０ 調査価格決定

   調査価格の決定は、調査時点において取引の実例（実勢価格）が最も多かった価格による。

   なお、価格の決定においては、十分に審査を行った上で決定し、調査資料、調査記録、価格決定根拠

資料の整理とりまとめを行うこと。

② 施工単価調査（材工共含む） 

１ 調査の内容

 調査する価格は、原則として札幌市近郊一円において、元請と第一次下請専門工事業者が取引してい

る価格とする。なお、取り引き実績が少なく実勢価格の決定が困難なものについては、経済動向等を十

分調査の上、厳正に決定しなければならない。

２ 調査対象者

 調査対象工種の工事実績を相当数有する、第一次下請専門工事業者及び元請の総合工事業者とする。

なお、

３ 調査対象項目

 調査対象項目は、別途、「調査依頼票」により指示する。単価は、札幌市近郊一円とし、価格調査を

実施すること。

４ 調査方法

 調査方法は、調査対象者を訪問して行う「面接調査」を原則とするが、電話・郵便・FAX 等による

「書面調査」を併用することも認める。

５ 調査価格の決定

 取引価格（実勢価格）調査結果の最頻値による。

なお、価格の決定においては、十分審査を行った上で決定するものとし、調査資料、調査記録票、価格

決定根拠資料の整理、とりまとめを行うこと。

第８条 価格決定プロセスの確認 

   受注者は、調査報告時、下記の資料を発注者へ提示し、価格決定プロセスの確認を受けなければな

らない。

１ 価格決定説明書

（１）調査対象業者の選定（規模、業者数、取引高、販売エリア等）

（２）価格調査を行ったメーカー等の調査記録（資材品目、規格、調査価格等）

（３）個々の調査価格の信頼性判定

（４）価格決定根拠資料

２ 受注者内部の審査状況

（１）内部の審査結果



（２）内部審査資料

３ その他発注者の指示する資料

第三章 成果品 

第９条 成果品 

本業務の成果品は下記のとおりとし、詳細については発注者の指示による。

（１）調査物件一覧表（札幌市近郊一円単価として報告する。）     ２部

    （２）調査報告書                         ２部

（３）打合せ記録簿（打ち合わせ回数は公示用図書（内訳書）による。） ２部

（４）上記データ入り CD-ROM                                        ２枚

納入場所は、札幌市建設局みどりの推進部みどりの推進課とする。

なお、成果品の書類等は、再生紙の使用及び両面印刷を行うよう努めること。

第１０条 支払金額 

支払金額は、各項目の契約単価に実際に実施した各項目の件数を乗じた額とする。

  ただし、１円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てる。

第四章 雑 則 

第１１条 再委託 

本業務において「主たる業務」の再委託をしてはならない。

「主たる業務」は以下のとおり。

調査計画の策定、面接調査、書面調査、審査、調査価格の決定、報告書作成

(別表) 委託予定件数

項目 委託予定

件数 

備考 

資材価格調査 82 件  

施工単価調査（材工含む） 3 件  

打合せ 2 回  



（業務名） 公園資材価格調査業務

円

円

円

［一　金　内　訳］　　　　業　務　価　格

札　幌　市

消費税等相当額

【業　　務　　説　　明】
１　調査の目的
　　　本調査は、社会資本整備総合交付金事業等により実施する、公園造成・再整備工事等の
　　資材単価等を策定するため、実勢取引価格調査を行うものである。

２　調査対象等
　（１） 調査資材の価格は、すべて現場着単価とする。
　（２） 調査依頼は、図面等の用意ができたものから複数回にわけて渡す。

３　提出成果品
　（１） 調査物件一覧表             ・・・・・・・・・・　各 ２ 部
　（２） 調査報告書                   ・・・・・・・・・・　各 ２ 部
　（３） 打ち合わせ協議簿          ・・・・・・・・・・　各 ２ 部
　（４） 上記データ入り電子データ ・・・・・・・・・・　各 ２ 部

４　履行期限
     　契約締結日 から 令和６年３月22日 まで。

５　仕様書
　　　別添「仕様書」のとおり。

６　業務価格及び支払い
　(1)業務価格　　　本業務に関する価格は、各作業項目の単位当たりの価格を定め、算出する。
　(2)支払い　　　　 本業務の支払いは、実施した作業数量に、単位作業当たりの価格を乗じて得た金額の
　　　　　　　　　　　　合計に、消費税及び地方消費税の額として、当該金額の10%を加算した金額（円未満は
　　　　　　　　　　　　切り捨て)とする。なお、委託費内訳書に記載の数量は予定数量であり、記載の数量を
 　　　　　　　　　　　保証するものではない。数量の増減については、都度、市担当者と協議すること。

業　務　委　託　費



一金 円也

一金 円也

名      称 形     質 単位 摘      要

材のみ 件 82

材工共、施工費 件 3

回 2

式 1

　式 1

式 1

式 1

式 1

単      価 金      額

打　合　せ

数  量

業務原価

印刷・通信費

直接経費計

公園資材価格調査業務 内訳書

直接人件費計

公園資材施工単価
調査

旅費交通費

その他原価

一般管理費等

業務価格

消費税相当額

公園資材価格調査

業務委託費

内　　  訳

札　幌　市


